






















































実 一験 方 法
 雑種雌成犬に対し,定量的に基礎麻酔を施した後、これを保温台の上に背位に固定し,型の如く下
 腹部正中切開で膀胱を露出した。この際周囲の縄織は膀胱運動に影響を与えない様に充分に開創器に
 より圧排した。経腹膜的にL5,6,7腰神経腹側枝を露出し,それぞれに寧極を5㎜間隔に捲絡固定し
 て双極刺激電極とした。一方膀胱内には加温生食水を80～100磁注入し.,経尿道的にカテーテル
 を介して膀胱内圧記録計に接続した。各腹側枝の電気刺激条件は5V,2msec.,10Hzの矩形
 波を5秒間通電するという条件に統一し,また,各通電実験の間隔は少なくとも5分以上とした。一
 方膀胱内圧の記録は1㎜/10secの速度と,12.5㎝/5απの感度で行なった。更に夫々の実験
 終了時に一側骨盤神経の切断末梢部を3V,2msec.,10Hzの矩形波で5秒間電気刺激し,充分
 な膀胱の収縮反応が起こることを確認した。
実
験
成 績
 一側のL5,6,7腰神経腹側枝をそれぞれ単独に電気刺激すると・何れの場合にも膀胱には2～3㎝
 H20の内圧変化を示すphasicな小収縮が起こる。これと略々同様な膀胱の収縮反応はL5,6,7
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 腰神経腹側枝の切断中枢部の電気刺激によってもみられるが,同腹神経腹側枝の切断末梢部の電気刺
 激では全く見られない。
 一方一側L5,6,7腰神経腹側枝の切断中枢端の電気刺激による膀胱の収縮反応は,対側L5,6,7
 腰神経腹側枝切断、またはこのものとTH10-11間での脊髄完全横断を行なっても殆んど影響を受け
 ずに残存する。またこの反応は更に両側下腹神経切断,両側交感神経幹L7神経節切除,両側陰部神
 経切断のそれぞれ,またはすべてを追加しても明らかに残存する。
 以上述べた様な各種の関連神経路の切断を行なった後にもなお殆んど不変のまま残存する一一側L5,
 腰神経腹側枝の切断中枢部の電気刺激による膀胱の収縮反応は、両側骨盤神経切断またはし7臥鷹
 で脊髄を完全横断すると完全に消失する。なおこれらの場合にも骨盤神経の切断末梢部電気刺激によ
 る膀胱の収縮反応は充分に認められている。またこれらの反応は膀胱頸部直下で尿道を切断しても全
 く同様に認められる。
総
括
 以上の成績を総括すると次のような事が考えられる。まず下部腰髄はその腰神経腹側枝から入る求
 心性刺激を,骨盤神経を通る遠心性刺激に変換して膀胱に小収縮を起こさせる事が明らかになった。
 またその経路に関しては,いわゆる福山氏の経路を通ることはかなり否定的で,主として脊髄内下行
 路を経由し,仙髄神経を経て骨盤神経に入るものと思われる。更に下部腰神経腹側枝から下部腰髄に
 入った求心性刺激は下塵神経または陰部神経を介しては膀胱に影響を与えない様であり,また前述の
 下部腰髄・仙骨・骨盤神経系という単位の機能は高位中枢の機能とはあまり密接に関連してあらず,む
 しろ排尿に関する腰・仙髄の下位脊髄中枢としての意義に関与していると思われた。
 このような腰・仙髄間を機能的に連絡する神経線維系列の実態はいまだ不明であり,更に従来から
 知られている仙髄・骨盤神経系とこの新しく見出された系列の関係もまだ充分明らかではない。これら
 の点については今後更に検討する予定である。
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 審査結果の要旨
 著者の属する教室では過去10数年にわたり排尿の生理と病理について検索しているが,これら研
 究の基礎となっているのは今世紀初頭にみられるいくつかの神経生理学的業績である。即ち「膀胱は
 上部腰髄に発する交感神経である下腹神経と,仙髄に発する副交感神経である骨盤神経の二重支配を
 受けているが,前者は膀胱拡張に,また後者は膀胱収縮に作動する」という概念である。
 しかるに教室の成績によれぽ前者は膀胱の排尿運動には殆んど関与せず,後者は膀胱の運動のみな
 らず代謝,組織構造の維持にも重要であることがわかった。しかし一方その後の成績によると下腹神
 経内には下部腰髄から発して膀胱頸部の運動を支配する神経が含まれ,更に骨髄神経内には同じく下
 部腰髄から発する神経が含まれることが明らかになった。この様に膀胱機能に関して従来は全く軽視
 されていた下部腰髄の意義が新しく検討される必要が生じて来た。
じ
 この点について行われた第工の検索は下部腰神経の撰択的切断後にみられる末梢性神経変性像の分
 析と,その場否の膀胱機能の変化の解析である。これらの検討の結果,下部腰髄と骨盤神経を結ぶ線
 維経路として下部腰神経腹側枝という常識的には体性神経性の経路の重要性が大ぎく浮び上って来た。
 そこで今回の著者は,この経路の持つ生理的な役割を解明しようとして,下部腰神経腹側枝の撰択的
 電気刺激による膀胱の反応を観察し,併せてその反応を起こす神経路について吟味を行なった。
 その成績をみると意外にも下部腰神経腹側枝は遠心性には膀胱に影響せず,求心性経路としての意
 味を持つことが明らかになった。更にこの経路から下部腰髄に入った刺激は,高位中枢とは無関係に,
 かっ交感神経幹ないしは下腹神経系とも独立して,骨盤神経を介してのみ片側性に膀胱収縮を起こさ
 せることが明らかになった。即ち著者は乙の様な結果から先に教室で発表した膀胱支配神経としての
 下部腰髄・骨盤神経系という新しい観念を電気生理学的に裏付けたことになる。
 更に著者は,下部腰髄に入った求心性刺激は何らかの経路により脊髄内を下行して仙髄に達し,そ
 こから仙骨神経を通る遠心性刺激となる事を示している。この様な腰仙髄内での介在ニュー・ンの存
 在に関する推定は,下部腰髄が上部腰髄または仙髄と同様に膀胱機能「に対する脊髄中枢としての意
 ・義を持つこと」を考えさせる。
 この問題に関しては近い将来解明すべぎ多くの問題がこの研究によって提起されたものと言える。
 この意味で本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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